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　In　the　previous 　paper ，　 nearly 　a　half　of 　commercial
“Hualiao （花椒 ）

”
samples 　derived　from　the

subgenus 　Zanthoxylum 　were 　determined　to　be　mature 　pericarps 　of 　Z碗 醗o拶 」銘呪 bungeanum 　and 　the

latter　half　to　be　immature　to　slightry　immature　 ones 　of　Z，　armaimm 　var ．吻 卿 漁 In齟 s　paper ，
the　botanical　origin 　of　commercia1

“Huajiao”samples 　derived　from　the　subgenus 　Fagara　available

in　the　marketS 　in　the　north 　of　China　was 　examined 　by　comparing 　the　anatomical 　characteristics 　of

the　pericarps　with 　those 　of 　g　species 　of　this　subgenus ．　Among 　these　taxa，　differences　were 　found　in
the　circumference 　length　at　the　mid 　point 　of 　pericarps ，　 outlines 　of 　outer 　epidermis 　in　oil　sac 　area ，
presence　or　absence 　of　hesperidin　crystals，　thickness　of　outer 　periclinal　wall 　 of　outer 　epidermal

cells，　presence　or 　absence 　of 　hypodermis　and 　sclereids　in　mesocarp ，　thickness　alld　number 　of 　Iayers
of　 endocarp ，　 appearance 　of 　inner　 epidermal 　 cells，　 and 　the　 shape 　of 　 cuticle 　 on 　the　 surface 　 of

pericarps．　Accordlng　to　which ，8　commercial 　samples 　were 　identified　as 　the　mature 　pericarps 　of　Z．
schintfolium 　of　the　subgenus 　Fagara．　The 　characteristics 　of 　g　species 　of 　the　subgenus 　Fagara，　added
those　of　8　species 　3　varieties 　l　form　of 　the　subgenus 　Zanthoxylum ，　are 　summarized 　in　a 　keytable．

　Keywords − Huajiao ； Zanthoaylum 　 schintfolium ； subgenus 　 Fagara ；pericarp；hesperidin；
scanning 　electron 　microscopy ；botanical　origin ；pharmacognostical　study ；plant　anatomy ；Chinese
crude 　dr 

「花椒」は 中国 で 芳香性健胃， 消 炎 ， 利尿 ， 駆 虫 薬 と して

消化不良，胃内停水，心腹 の 冷痛，回 虫症 な どに 用 い られ

る 漢薬
3・4）で あり，また 同時 に 香辛料 と して も繁用 され る．

中国 ， 香港 で の 市場調査 の 結果，入手品約 70点 の 内大半 は

Zanthoxylum亜属に 由来す る もの で あ っ たが，中国北部 の

漢 薬 市 場 に は そ の 外 形 か ら Fagara亜 属 で あ る と考 えら れ

る もの が 流 通 し て い た ．『中華人 民共 和国薬典』
5）

で 「花椒」

の 基源 と して 規定 さ れ て い る 2種 の 内 の 1種 勿 窺 励 勧 z

schintfolium は Fagara亜 属 由 来 で あ り，同種 の 果皮 に つ い

て は 日本産 の もの で 検討 して い る 6）．しか し，中国市場品 は

果皮 の 半周長 ， 油 室 の 径 ， 走 査顕 微鏡 （SEM ）所見 で の 油 室

部 の 外面 表皮細 胞 の 数 な どの 点 で こ の もの と
一

致 し なか っ

た．また 熊 ら
7 ）の 報告か ら も同 定 で き なか っ た．Fagara 亜

属に属す る種 で は Z．　avicennae の 果皮 が 「土 花椒」
S） （「勒

撹」
8
り と称 し て 「花 椒 」の 代用 とさ れ る

3
に とが 記 され て

い る．ま た
，
Z ．　ailantheides の 果実 は 「食茱萸 」の 名称で 止

痛，殺虫，止瀉薬 と して
3》，Z．　nitidum の 果実は 「両 面 針」

の 名称 で 止痛，消炎薬 として
9），さらに Z．dissit” m の 果実

は 「大葉花椒」の 名称 で 婦人の 月経過 多に 応用 さ れ る
3 ）．「花

椒」市場品 と して こ れらの 果皮 の 流通，また は混入も考え

られ た こ とか ら，本報 で は 中国産 Fagara亜 属 8 種 の 果皮

及 び 花柄 を比 較組織学的 に 検討 して
， 市場品の 原植物を明

らか に した．こ れ らの 種 の 内 5種 は 熊ら
7）
も光学顕微鏡 に

よ る形 態観 察を行 っ て い るが，各種 で 共通して 検討 して い

る形 質 は外 面 表 皮 細 胞 の 紋 理 及 び ヘ ス ペ リジ ン の 球 晶 の 有

無だ け で ， 各種 の 区別 点 は 不 明 瞭で あ っ た．前報
1）で 述 べ た
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TABLE 　I．Collection　Data　of　Chinese　Crude　Drug，
“Huajiao”in　Chinese　Markets ，　and 　Their　Botanical　Origins　According　to

Our 　Result

Name Market
　 　 　 　 TMPW
Date
　 　 　 　 　 No ．＊

Origin”
Seed
（％ ）

料 寧

Huajiao　 Dalian　drug　store （大連 医薬商 店），Dalian （大連市 ），Liaoning

　（花椒 ）　 Anguo 　crude 　drug　market ，　Anguo （安 国県），Hebei ’” ’

　　　　　 Guangzhou 　trade 　exhibition （広 州 交易 会 ），Guangzhou （広 州

　　　　　　 市），Guangdong

Nov ．1991　　11760　 Z．　schintfolium （m ）　 20
Mar ，1993　 12869　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 27
0ct．　1991　　　12198　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　5

Chuanjiao
　（川椒 ）

The 　second 　store　of　Zhungeerqi　pharmaceutical　Co．（准格 尓　Jul．1994　 15328

　旗 医薬 公 司），　Zhungeerqi （准 格尓旗），Inner　Mongolia　Auto−

　 nomous 　Resion
Mongoria　and 　Chinese　Hospital　of 　Baotou （包頭 市 蒙中医院 ），　 Ju1．1994 　 15330

　Baotou （包頭 市），Inner　Mongolia　Autonomous 　Resion
Chinese　 and 　Western　drug　store 　of 　Huayuan 　street （花 園 路　Sept．1991　 11765

　中西薬店），Beijing
Pingcheng　drug　store （平城 薬 店），Datong （大 同市），Shanxi　 Jul．1994　 15331

’厂

ノノ

’ノ

ノ厂

28

26

40

23

Qingjiao　　Northeast　region 　of 　China＊＊紳

　（青椒 ）

Mar ．1993　 12871 ’1 8

　
串TMPW 　No ．： the　 speclmen 　 reference 　 numbers 　 of　the　Museum 　 of 　Materia　Medica ，　Analytical　Research　Center　for

　 Ethnomedicines，　Research　Institute　for　Wakan ・Yaku ，　Toyama 　Medical　and 　Phamlaceutical　University．
林

（m ）：pericarp 　derived　from　mature 　fruit（m ）．
糊 Seed （％）：seed　contents 　of　each 　sample 　are 　shown 　as 　percent（w ／w ）．

辮 業 Samples　were 　obtained 　from　the　Institute　 of　Chinese　Materia　Medica ，　China　Academy 　 of　Traditiona！Chinese　Medi−
　 C 星ne ．

ように Zanthoaylum属 の 果皮 は 表面の SEM 所見 に 特徴が

見 られ るの で ，本報 で は 主 と して本装置 に よ る観 察 を多用

し た．こ こ で 明 らか に した 8種 の 組 織 学的特徴に，前報 ま

で に 報告 した
1・6 ，8 種 3変 種 1品 種 の 特徴 を併 せ て ， 「花

椒 」及 び 「山椒 」市場 品 を同 定す る た め の 検 索表 を作成 し ，

組 織形 態 に 基づ く分 類 法 を確 立 した．さ らに，前報 で 漢薬

「花椒」の 関連 生 薬 と して 述 べ た アー
ユ ル ヴ ェ

ーダ 薬物
“Tumburu ”

の ネパ ー
ル 市場 品

“Timur
”

の 基 源 に 関す る

検 討 の 補足 と して ， 同名 で 呼ば れ る
lo・「D

　Fagara 亜属 の Z．

omPhyllum の 果 実 も同 様 に 検討 した．

実　験　の 　部

　 1． 実 験 材 料

　 すべ て 富山医科薬科大学和漢薬研究所附属薬効解析 セ ン

ター
民族薬物資料館 （TMPW ）に保管 され る．比 較 植 物 の

同 定 は 中国科 学 院 華南 植 物 研 究 所 の 黄 　成 就 教 授 及 び 陳

海 山氏 に よ る．

　 1． 比 較植物

　 i）Zanthoxb，lum　schimfolium 　SIEB．　et　Zucc．： 中国遼寧

省丹 東 ， Q，　B ．　Xiong 　871025 （Oct．25 ，
1987）．

　 ii＞Z．　 ailanthoides 　SiEB．　 et 　Zu  ．： 中国浙江 省杭州，　Q．

B ，Xiong 　891109 （Nov．11，1989）．

　 iii） Z．　 mo 　lle　REHD．： 中国浙 江 省 天 目 山，　 Q．　 B．　 Xiong

8811工9 （Nov．19，1988）．

　iv）z．　avicennae （LAM）DC．：中国広西 壮 族 自治 区南寧，

Q．B．　Xiong　881026（Oct．26，1988），

　 v ）Z．ox γphyllum　 EDGEw．： ネ パ ー
ル ，　 Dharapani〜

Chame ，　T ．　Namba 　et　aL 　897 （Aug．13，1983）．

　 vi ）z．　 esquirolii　LEvL．； 中国四 川 省芦 山 県，　G．　C．　zhou

et　aL　78−0589 （Sept，19， 1978）；同 ， 都 江 堰 市青城 山 ，
　G．　C．

Zhou 　et　ai．365　（Sept．14，1992）．

　 vii）z．　stenophyll ％ m 　HEMsL ．： 中国四 川省石 棉県 ，
　G．　C．

Zhou　 et　al．78−1324 （Sept．15
，
1978）； 同 ， 巴 中 ，

　G，　 Y．

Zhong 　609（Aug ．20，1978）．

　 Vili）Z．　nitidum （ROXB ．＞DC ．： 中国広西 壮 族 自治区南寧

市，Q．　B．　Xiong　891105（Nov．5，1989）．

　 b（） Z．薦 諺 π彫 HEMSL．； 中国四川省灌県青城山，　s．　leg．

（Jul．3，1962）；広西壮 族 自治 区 南丹，　Q．　B．　Xiong　8808015

（Nov ．2，1988），

　2． 生 薬材 料 （TABLE　I）　「花 椒 」：遼 寧，河 北，広 東省

市 場 品 （各 1点 ）；「川椒 」：内 蒙 古 自治 区 （2点 ）， 北 京 市

（1点）， 山 西省（1点）市場品 ；「青椒 」： 中国東北 地 方市場

品 （1点 ）．

　 H ． 実 験 方 法

　 前報
1）に 準ず る．な お ，光学顕微鏡 に よ る 観 察結果 を OI，

走査顕微鏡 に よる観察結果 を SEI と略す．

　 m ．Fagara 亜 属の 果皮及び 小 花柄 の
一

般的 形態

　1． 外 部 形 態 （乾燥時）（Fig．1−A 。）　果 皮 の 外 面 は淡 黄

褐色，淡褐色 ， 褐 色
〜暗 褐 色 で ， 多数の 小 凹 入 部 が あ るか

ま た は 平坦．Z．　om ψhyllumと Z．4お訪麗嬲 は 果実 が大型で，

こ の 2種 と Z ．esquirolii 及 び Z．　 stenoPhyllum で は 果皮 の

頂 部 に認 め られ る花柱 が 長 い ．各種 の 特徴 をTABLE 　IIに示

す．

　2． 内部形 態　各種 に 表れ る 明瞭な特徴あ る形質及 び 新

知 見 につ い て 記載す る．

　 i）果皮 ：横切 面 〔OI〕（Fig．1）：果皮の 外面 は，油室 の

（195）
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Fig．1．　 Transections　of 　Pericarps　of 　Subgen，　Fagara　Plants　of 　Genus　Zanthoaylum

　　　 A，ZantitOi］，tum　schinOfolierm；B ，
　Z．　ailanthoides ；C，　Z．　molle ；D，　Z 　avicennae ；E ，　Z．　omphyllum ；F ，　Z．　esquirolii ；　G ，　Z

　　　 s彦enophyllum ；H ，　Z 　nitidum ；1，　Z．づお∫吻 吻 （0，　infructescence；1，　diagram　of 　half　of 　pericarp ；2，　detailed　drawing　of
　 　 　 the　center 　of　Iateral　side）．

存在す る位置 で 凹 入 す るか ま た は 平坦．多くの 種 で外面表

皮細胞 の 外側の 接線壁 が厚い ．種 に よ り外面表皮 と中果皮

中に 黄褐色 の 球状結 晶
7・12 ） が 認 め ら れ る．こ の 結晶 は

2，6一ジ ブ ロ ム キ ノ ン ク ロ ル イ ミ ドで 青紫色 に染色され，

ま た TLC に よ り Rf値 O．4付近 に 青色の ス ポ ッ トが 確 認 さ

れ た こ とか らヘ ス ペ リ ジ ン で ある と同 定 した
13 ）．中果 皮 の

最外 の
一

層が 明 らか に 大型の 細胞 か ら な る下 皮 で あ る種 が

あ り，また Znitidum （H ，）で は厚壁 細胞 が 存在す る．油

室 は 小型 の 種 が 多い （油 室 の 径 は個 々 の 油 室 が 最 大 に な る

切 片で 内部 の 分泌細胞 を含め て測定す る．接線方向径 x 放

射方向径 で 示す〉．シ ュ ウ 酸 カル シ ウ ム の 集晶及 び 単晶 の 量

が 種 に よ り異 な る．内果 皮 は Zanthoxylum 亜 属 の 種 よ り

厚 い 種 が 多い （側 面 中央部 の 測定値を示 す）．内 面 表 皮 細 胞

は Z．esg”irolii及 び Z．　nitidum 以外 で は 不 明 瞭で ， 通 常種

子 側 の 接線壁 の み が 認め られ る．

　表面 〔SEI〕（Fig．2）：z．　schintfoli”m ．　z．　aitαnthoides ，　z．

molle （A ，，B ，，C，）で は 果皮 の 凹 入 部 の 下 に油 室 が 存在す

る （油 室部 と称 す）（Ao）．油室部 で は 外面 表皮細胞の 輪郭

が 明瞭，その 数 に種 間差が あ る．通常 ， 油室部以外の クチ

クラ面 に は 線状 の 隆起 部が 全体 と して ひ だ を形成し，その

形状 と粗 密 の 程 度 に 種 間 差 が あ る．た だ し Z．schimfolium

（A 、）と Z．avicennae （D ，） で は 中央部 に もひ だ が 認 め ら

れ る．Z．　omPhyllum （E，）で は 腺毛 が 存在す る．

　 ii）小花柄 〔OI〕（Fig．3）：Zanthoxylum亜 属 と同様 に

横 切 面 の 形状，ク チ ク ラの 厚 さ， 1 〜5細 胞 性 の 毛 及 び腺

毛 の 有無 皮層中の コ ル ク細 胞 ， 油 室の 有無 ， 師部 の 外側

の 繊維群 の 存在様式に 種 間差 が あ る．さ らに 果皮 に ヘ ス ペ

リ ジ ン の 球 晶 が 認 め られ た種 で は，表皮細胞 と皮層中に 同

様 の 球 晶が 存在す る．また Z．nitidum （H2＞で は繊維 に 混

っ て 石 細 胞 が 存在す る．髄 の 柔細胞 は 厚壁化す るが ， Z

motle の み 木化 は しない ．

　W ．比較植物 の 内部形態

　各種 で は それ ぞ れ の 植物 材 料 に共 通す る形態を記載す る．

　1． z ．　schinifolium 　果 皮 〔OI〕（Fig．1−A 、，2）：果皮 は

油室 の 位置 で 凹 入 す る．果皮 の 半 周 の 長 さ （半周長 と略す）

は5．3〜7．Omm 厚 さ は 400〜630μm ．果皮中に ヘ ス ペ リジ
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Fig．3．　Transections　of　Pedicels　of　Subgen．　Fagara　Plants　of 　Genus 　hanthoaylerm

　　　 A ，
Z．　schinijolium ；B

，
　Z．　 ailanthoides ；C，　Z．脚 〃θ ；D ，　Z．　 avicennne ； E，　Z．　 omphy 〃翩 ； F，　Z．　 esqerirolii ；G

，　Z．

　　　 steno φhytlum；H ，　Z 　 nin
’
dum ；1，　Z．4細 物 吻 （1，　diagram ；2，　detailed　drawing　of　a　part　of 　epidermis ，　cortex 　and 　vas −

　　　 cular 　bundle）．

ン の 球晶 が 存在す る．ク チ ク ラ は 日本産 の 同 種
6 ）よ り厚

く2．5〜5．0μ m ，外 面 表 皮 細 胞 の 外側 の 接 線壁 も厚 く

5．0〜10．0μm ．油 室 は 果 皮 の 半 周 当 り 3〜13個 あ り，径

150〜350× 150〜270μ m ．日本産 の 同種 で は 中果皮 の 小維

管束の 周囲に 維管束鞘 が 認め られ た が 中国産 で は 不 明 瞭．

内 面 表皮 細 胞 は 種 子 側 の 接線壁 をも含 め 不 明 瞭．表面視

〔SEI〕（Fig．2＞：油 室部 の 外面表皮細胞 は 日 本産より多 く，

8〜24個 （A ，）．クチクラが 形成す る線状 の 隆起部は 高 く日

本産 よ り密 で，ひ だ はや や 滑 らか で あ る．油室中央部 に も

ひ だ が ある．

　小花柄 〔OI〕（Fig．3）：横切 面 は 2か 所 で や や 突出し，表

皮及 び 皮層中に ヘ ス ペ リジ ン の 球晶が 存在す る．日本産 に

比 し毛が 少 な い ．

　2． z．　ailanthoides 果皮 （Fig．1−B）：z．　schintfolium

に類似す るが ， 外面表皮細胞 は外側 の 接線壁 が 薄 く3．0〜

5．0μ叫 内面 表皮 細 胞 は種 子 側 の 接線壁 だ け が 明 瞭に 観察

で き ， 厚 さは 3．8〜7，5μ m で あ る．下皮 が 明 瞭 で 細胞 は接

線方向径20〜53μm ．表面視 〔SEI〕 （2−B ，）で は，ひ だ は

歯状 ， 油 室中央部 に は 認 め られ な い ．

　小花柄 （3−B ）：毛及 び 腺毛 が 認 め られ る．油室 は 認め ら

れ ない ．

　3． z．加 o 伽 　果皮 （Fig．1−C 、，2 ）：果皮 は油 室の 位 置

で 凹 入 し，外果皮及 び 中果皮中に ヘ ス ペ リジ ン の 球 晶 が 存

在す る．外 面 表 皮 細 胞 の 外側 接 線壁が 薄 く1．3〜1．9μ m ，

また 下 皮 の 細 胞 の 接線方 向径 は 20〜70μ m で あ り， Z

ailantheides と区別 で き る．表面視 〔SEI〕（2−C 、．2）に よ る

形 態は Z．αilanthoidesとほ ぼ 同様．

　小 花 柄 （2−C）：毛 が 多 く， 皮層中に 1〜5細胞層 の コ ル ク

細 胞が 認 め られ る．

　4． z．　 avicennae 果皮 （Fig．1−D ，，2 ）：果皮 は油 室 の

位置 で も平 坦 ，ヘ ス ペ リ ジ ン の 球 晶 が 認 め られ る．果皮

の 厚 さ は 650〜1，050μ m ， 外 面 表皮細胞 の 外側接線壁 の

厚 さ は 6．3〜10．0μ
m で 共 に 厚 い ．油 室 が 大 き く， 径 は

350〜670× 300〜630μ m ．表面視 〔SEI〕（2−D 、，2）で は 油

室 部 の 表 皮 細 胞 数 が 多 く12〜35個，線 状 の 隆起 部 が 束状 を

なす．

　小 花 柄 （3−D ）：横 切 面 は 1 か 所 で突出す る．

　5 ． z ．　 oxuphyltum 果皮 （Fig．1−E ）：大 型 の 果実 で
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果皮 の 半 周長 は 10．1− 12．7   ，表 面 は ほ ぼ 平 坦．Z ．

avicennae と 同様に ヘ ス ペ リ ジ ン の 球晶 が 存在す るが ，外

面 表 皮 細 胞 の 外側 接線壁 は 薄 く，厚 さ は 2．5〜5．0μm ．油

室 も小 型 で 径 170〜280× 150〜330 μm ．表面視 〔SEI〕 （2−

E 、，2，3）で は 線状 の 隆起部が 低 く，ひ だ は粗 くなめ らか に連

続 し な い ．腺 毛 が 観 察 され る．

　小 花 柄 （3−E）：横切 面は 径 930〜1，530 μm ．クチクラが 厚

く， 毛が 多い ．

　6 ．z ．　 esquirolii 果 皮 （Fig．1−F）：果 皮 の 表 面 は平 坦

で
， 半周長 は5．7−−7，3  

， 厚さは 370− 580μm ．ヘ ス ペ 1）

ジ ン の 球晶は 認め られない ．内面 表皮細胞が 認 め られ，種

子側 の 接線壁 は 厚 さ3．8〜10．0μ m ．シ ュ ウ酸 カ ル シ ウ ム の

結晶が 多い ．表面 視 〔SEI〕（2−F 、，2）で は 線状 の 隆起 部が や

や低 く，ひ だ は やや粗 い が 連続す る．

　小花柄 （3−Fl，2）：横 切 面 は 4か 所 が 突 出 し， 径 760〜

1，130μ m ．無毛．

　7． Z．　stenophgllum 果皮 （Fig．1−G 、，z）：Z．　esquirolii

に 似 る が ，果皮 の 厚 さ は 420〜800μm ，内面 表皮細 胞 の 種 子

側 の 接線 壁 は 6．3〜18．8μ m で 共 に 厚 い ．表面視 〔SEI 〕（2−

G ，，2）で は 油 室部 の 外面表皮細胞数 は 6〜15個．線状 の 隆起

部は 低 く，疎 で 連続しな い ．

　小 花 柄 （3−G 、，2）：横 切 面 は 径 930〜1
，
830 μm ，毛 が 存在

する．

　8． z．　 nitidum 　果皮（Fig．1−H ，，2 ）：果皮 は 表面が ほ

ぼ 平 坦 で，ヘ ス ペ リジ ン の 球 晶 が あ る．外面 表 皮細胞 の 外

側接線壁 が 薄 く1．3 μ rn 以 下 ， 中果 皮 の 最外層に 厚 壁 細胞

が 点在 す る こ と が 本種 の 特徴 で あ る．油 室 も大 き く径

200〜600 × 240〜630 μm ．表面視 〔SEI〕（2−H ，，2）： クチ ク

ラ の 形状 は Z．stenoPhyllum に 似 る が 油室部 の 外面表皮細

胞 が 多く17〜39個．

　小 花柄 （3−H ，，2 ）：最外層は 2 〜4 細胞層 の コ ル ク層 で，

表皮 が 部分的に 残存す る．師部 の 外側 に繊維の ほ か石 細胞

が 存在 す る．

　9． z ．　 dissitum　果 皮 （Fig．1−1、，2）：大型 の 果実 で 果

皮 の 半周長 は 10．6− 14．7　mm
， 厚さ は 750− 1，150叫 ヘ ス

ペ リジ ン の 球晶は ない ．油室は 小型で 少な く， 径 90〜250×

100〜200μm ，果皮 の 半周当 り 1 〜4個認め られ る．表面視

〔SEI〕 （2−1、，2 ）で は 線状 の 隆起部 は 束状 で なめ らか ．

　小花柄 （3−D ：横切面の 径 は 1
，350〜3，000μ m ．

　V ．市場品 の 形状 と原植物

　「花椒 」 （3点 ），「川椒」 （4点）及 び 「青椒」（1点）の 各

市場 品 は裂開 した果皮 か ら な り，種子が 混入す る．小花柄

は 付 い て い な い もの が 多い ．果皮は や や 軸方向 に 長 く，長

さ3．4〜4 ，8mm ， 表 面 は 淡 緑 褐 色 〜灰 褐 色，暗 褐 色 で 多数

の 凹 入 す る小 点 が あ る．内 部形 態的 に は ， 果皮中に ヘ ス ペ

リジ ン の 球晶が 存在 し， 外 面 表皮細 胞 の 外側 の 接線 壁 は 厚

さ5．O〜10．0μ m ，内 面 表 皮 細 胞 は 種 子側 の 接 線 壁 を も含 め

て 不 明 瞭 で あっ た．以 上 の 外部及 び 内部形態的特徴 か ら，

市場品は すべ て Z．schinijolium の 果実で ある こ とが 判 明 し

た．成 熟果 実 に 由 来 し， 種 子 の 混 入 率 は 5〜40％ （平均

22．1％）で あ っ た．

結 論 及 び 考察

　1．今 回 検討 し た 中国産 Fagara亜 属植物 9 種 の 果皮

は ，横切面 （OD に お け る果皮 の 半周長 ，
ヘ ス ペ リジ ン の 球

晶 の 有無 　ク チ ク ラ の 厚 さ，外面表皮細胞の 外側接線壁 の

厚 さ，中果皮中の 下皮 と厚壁細胞の 有無 ， 内果皮 の 厚 さ と

層数，内面表皮細胞の 出現 の 有無及 び 種子側接線壁 の 厚 さ，

表面視 （SED に お け る 油室部 の 外面表皮細胞の 数 ， クチ

クラの 形状，及 び 小花柄 に お け るヘ ス ペ リジ ン の 球晶 と皮

層中 の コ ル ク細胞 の 有無 な どに よ り区別 可能 で あ っ た

（TABLE　III）．こ れ まで に 報告 した
1・6） Zanthoxylu皿 亜 属 8

種 3変種 1品種 と併せ ，計17種 3 変種 1 品種 の thntJtOaylum

属植 物 の ，主 と して 果皮 の 組 織形態 に よる検索表 （Key　l）

を作 成 し ， 漢 薬 「花 椒 」及 び 同 類 生 薬 の 同 定法 を確 立 した．

　2． Fagara 亜 属 に 由 来す る 市場 品 8 点 は す べ て Z．

schini 　olium の 成熟果皮 で あ っ た．これ らは 広州市場 品 を

除け ば すべ て 中国東北地 区〜華北 に流 通 して い た もの で あ

る，同種 は 「中華人 民共 和国薬典』
5，に花 椒 の 原 植物 と して

規定 され て い る が ， 中国全体 か らみ る と流 通量 は少 な く，

こ れ まで に 著者 らが 入 手 した 市場品 中で は 15％ に も満 た な

か っ た．

　3． 熊ら
7）

は Z．schinzfolium ．　Z．　 ailanthoides ，　Z．　 motle ，

Z．　avicennae 及 び Z．　 nitidum の 組織形態 を報告 し，ヘ ス ペ

リジ ン の 球 晶 の 有無 小 花 柄 に お け る毛 の 有 無，師部 の 外

側 の 繊 維 の 配列 な どに よ り各種 を区別 して い る．今 回，こ

れ らの 比較要素 に果皮の 半周長，外面表皮細胞 の 外壁 の 厚

さ ， 下 皮 の 有無 と細 胞 の 接線 方 向径 ，内面 表 皮細胞 の 出現

の 有無 と種 子側 接線 壁 の 厚 さ を加えて 検討 し ， さ らに 外面

表皮 （クチ ク ラ 〉の 紋理 の 形 態 を SEM で 観察する こ と に よ

り， 5 種 の 区別 を容易 に し た．

　 4．前報 で ア
ー

ユ ル ヴ ェ
ー

ダ薬物
“
Tumburu

”
の ネパ ー

ル 市場 品
“Timur

”
の 基 源 と して 報告 した Z．　 aimaimm 及 び

Z ．amtatum 　var ．　s％配吻 伽 劾 窺 （xanthoxylin を含 む タ イ

プ）と， 今 回検討 した Z．omPhyllum とは，果皮の 油室部 に

お け る突 出 の 有無 ，
ヘ ス ペ リジ ン の 球晶の 有無な どに より

明確 に 区別 で き た．な お，文 献
lo ）

に よ れ ば Z．　om ψhyllumに

由来す る
“
Timur

”
また は

“Sil　timur
”

は駆虫，腫瘍 に使

用 さ れ ，

一
方 ， Z．　amtatum に 由 来 す る

“Timur ”

は健 胃，

歯痛 に 用 い られ ， 用法が 若干異なっ て い た．

　5． こ れ ま で の 「花椒」類 の 生薬学的 研 究に よ り， 中国

に 流通 して い た 68市場品の 基源 を明 らか に した．す な わ ち ，

市場 品の 約35％が Zbungeanum の 主 と して 成熟果皮 で あ

り，約37％が Z．annainm 　var ．　subtnfollaimm の 未熟〜や

（200）
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Key  1. Key  for the Identification of  Chinese
  of  Fruits'

and  Japanese Ztinthoryinm Species Based onTheir  Anatomical Characteristics

1. Pericarp is convex  outside  of  the oil  sacs.

  2. Surface view  of  other  parts  beside oil sac  (SEI) 't  The  cuticle  forms linear ridges,  which  look like

     lamellar, and  they  are  present  with  dense. Pedicel : Oil sac  is often  present.

     3. Endocarp  is above  170"m  in thickness  -･････････--･････--･････--･････････････････････････････--･･････-･････----･･････････････Z bungennum

     3. Endocarp is 100-170 "m  in thickness.
       4. Surface view  of  pericarp (SEI) : 2 to 4 wrinkled  rings on  circumference  of oil sac  are

          observed  and  the lamella is also  present on  the epidermal  cells  of oil sac  area  
･･････････････････････J･･･････Z

 simulans

       4. Surface view  of  pericarp  (SEI) : Wrinkled rings  on  circumference  of  oil sac  and  the lamella

          on  the central  part of oil sac  area  are  absent･････････････--･･･-･････････････'･･･････-･･････''････････････'-''･･･--･････Z Podocatl)um

  2. Surface view  of other  parts beside oil sac  (SEI) : Lamella of  cuticle  are  comparatively  sparse  or

     the  surface  of cuticle  is smooth.  Pedicel:Oil sac  is absent.

          5. Sclereids in mesocarp  and  hairs on  pericarp  are  present･･････-･･････--･････-･･････････････････････-････--･Z acanthaPodium

                                                                                          var.  timbor

          5. Sclereids in mesocarp  and  hairs on  pericarp are  absent.

            6. Pericarp:The  thickness of  cuticle  is 2.5-3.8"m.  Pedicel:Cork  cells  in cortex

               and  fibers outside phloem  are absent-･････････････････････--･････････････････-･････････-････-･･････--････････････-･･･Z. Piaseeleii
            6. Pericarp:The  thickness of cuticle is less than 2.0"m.  Pedicel:Cork  cells  are

               partially present in cortex  and  fiber bundles are observed  outside  phloem.

               7. Endocarp is above  190"m  in thickness. The  tangential diameter of  oil sac  is

                 above  470"m.  wnole surface  on  pericarp  (SEI) is smooth････････････-････････-････-･･･････････--･･Z at7nainm"'

               7. Endocarp  is 110-260 ptm in thickness. The  tangential  diameter of  oil sac is

                 320-750#m.  Other surface  beside oil sac area  has both sparse  lamellar and

                 smooth  parts.

                 8. Component  of  pericarp:Xanthoxylin is detected. External feature of pericarp:

                    Tip margin  in dehiscence face is straight. Surface view  of  pericarp  (SEI) :
                    Lamellar formed  by cuticle is disconnected ･････････････････････････････････--･･･････-･･-････････Z

 amatum  var.

                                                                                subevolinimm  (A type)

                  8. Component of  pericarp:Xanthoxylin  is not  detected. External feature of

                    pericarp : Tip margin  in dehiscence face is slightly recurved.  Surface view

                    of  pericarp  (SEI) : Lamellar formed by cuticle  is smoothly  connected･･････････-'-････-Z atmaimm  var.

                                                                                 s"bttttiolintum  (B type)

1. Pericarp is fiat or  concave  on  the position  of oil  sacs.

  9. Pericarp is flat.
     10. Number  of  oil sacs  is more  than  8 in half of  pericarp and  the thickness  of  outer  periclinal

        wall  of  inner epidermal  cells  is 2.5-5.0"m

        11. Hairs are  present  in pericarp and  the thickness  of  endocarp  is above  210#m  
･･･-･･･････---･-･･Z

 demorphopilyUum

        11. Hairs are absent  in pericarp and  the thickness of  endocarp  is 120-230 "m･････････････････････---Z dimorphopdyllum
                                                                                      var.  spinCfolium

     10. Number  of  oil sacs  is less than  11 in half of  pericarp  and  the  thickness of  outer  periclinal

        wall  of  inner epidermal  cells  is 3.0-20.0"m.

        12. Hesperidin crystals  are  present in  pericarp. .
            13. Sclereids are present in mesocarp-･････････････････････････････-･･････-･･･････-･･････････････････････････-･･-･･-JJ･････Z  nttidum

            13. Sclereids are  absent  in mesocarp.

               14. The  thickness  of outer  periclinal wall  of  outer  epidermal  cells  is 6.3-10.0"m

                  and  the tangential  diameter of  oil sac is 350-670 "rn 
･･･････---･･･････････-････････････--･･･-･･･････････Z

 avicennae

               14. The  thickness  of  outer  periclinal wall  of  outer  epiderrnal  cells  is 2.5-5.0#m

                  and  the tangential diameter of  oil sac  is 170-280 "m  
･････-･･････-･J･･･････････-････････--･････-･･Z

 omp1lyllum'"

        12. Hesperidin crystals  are  absent  in pericarp.
            15. Half of  the length of  pericarp  is above  10.0#m･-･･･････････････J･･･････････････････････-･･･J･･･････････-････-･･･Z dissitum

            15. Half of  the length of pericarp is below  8.0"rn.

               16. Surface view  of  pericarp (SEI) : Lamella formed by cuticle  is dense ancl  connected･･･-･････Z  esquirotii

               16. Surface view  of  pericarp  (SEI) : Lamella formed by cuticle  is sparse  and

                  disconnected･･････-･･････--･･････-･･-･････""･･'--･･････'''""''""･''''---""""'''-"''"""''"''--"''"Zstenopilyllum

  9. Pericarp is concave  on  the position of oil sacs.

     17. Hesperidin crystals  are  present  m  pericarp.
        18. The  thickness of  outer  periclinal wall  of outer  epidermal  cells  is 5.0-10.0"m  and  inner

            epiderrnisisobscure･････････････････････････--････-･･････-･･････-･････････-･･･"･････-････-"''"･･''"-"`-'""--"''""'Zschintfolium
        18, The  thickness  of  outer  periclinal wall  of  outer  epidermal  cells  is below 5.0pm  and  only

            inner periclinal wall  is observed  in inner  epidermis.

            19, The thickness of  outer  pericrinal wall  of  outer  epiderrnal  cells  is 3,O-5.0"m  and  the

               tangential  diarneter of outermost  cells  (Hypodermis) in mesocarp  is 20-53 "m･--･･･････････････Z ailanthoidas

            19. The  thickness of  outer  periclinal wall  of outer  epidermal  cells  is 1.3-1.9#m  and  the

               tangential  diameter of  outermost  cells  (Hypodermis) in mesocarp  is 20-70 "m････-･･･････････････････-･･Z molle
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17．Hesperidin　crystals　are　absent 　in　pericarp ．

　　20．Surface　view 　of　pericarp（SEI）：Number 　of　epidermal 　cells　in　oil　sac 　area 　is　30−35．

　　　　21．EndQcarp 　is　below　300μ m 　ill　thickness　and 　composed 　of 　l−5　cell 　layers・……………・・…・……・・Zψ 膨 漉 π 勉

　　　　21．Endocarp　is　above 　350μ m 　in　thickness 　and 　composed 　of　2−10　cell　layers・・…・………Z．ρψθ”加 η f．　inerme
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

‘‘Budo −zansho ”

　　20．Surface　view 　of　pericarp （SEI）：Number　of　epidermal 　cells 　in　oil　sac 　area 　is　less

　　　　than　20　・…………・・…・…・…・・…・・・・…　……　…・…・…・・…・……　…・…・・…
　
………

　
………・・…

　
…・・・…

　Z．1》iPen
’
im〃 z　f．　inemae

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
“Asakura −zansho ”

寧Pericarp：the　transection　of 　central 　part　and 　surface 　view 　of　pericarp 　in　mature 　fruits　were 　observed 　by　optical　and

scanning 　electron 　microscopes ，　respectively ．　Pedicel：the　transection　was 　observed 　in　the　part　of 　2　mm 　below　the 　fruits，
　 The 　characteristics 　of　the　pericarp 　are 　described，　unless 　otherwise 　specified ．
帥SEI：secondary 　electron　image　on 　pericarp．

桝 Plants　coliected 　in　Nepal，　which 　are 　added 　for　reference ．

や 未熟な果皮 （xanthoxylin を含む もの 約 70％ と含 まな い

もの 約 30％），約17％ が 両者 の 混合 品 （Z．armatzam 　var ．

sttbtnfolial 吻m は xanthoxylin を含む ），約 11％が Z．　schntfo −

liumの 成熟果皮で あ っ た ．こ れらの 結果より，「花椒」類市

場品を使用す るに 当 っ て は，原植物 の 同定が 重 要 で ある と

考 え られ る．

　謝 　辞 ：本研 究 を行 うに あ た り，比 較植 物 を同定 して い た だ

い た 中国科 学院 華南植 物 研 究所 の 黄 　成 就教 授 及 び 陳　海 山

氏，材料 蒐集 に ご協力 下 され た 中国薬科 大学の 諸先生 方 に 深謝

す る．また，本研究 の
一

部 は文部省科 学研 究費補助 金国際学術調

査 No ．05045046に よ り行 われ た もの で，こ こ に 記 して 感謝 の 意

を表 す る．

　 List　of 　abbreViations ： abx ： abaxial ，　adx ： adaxia 五，　ca ：

druse，　ce ： cellulose ，　 cl［s ： crystal 　of 　hesperidin
，
　cs ； soli −

tary　crystal ，　cu ： cuticle ，　enc ：endocarp ，　epc ：epicarp ，

epi ： inner　epidemlis ，　epo ： outer 　epidermis ，　f ：fiber，　h ；

hair，　hg ： glandular　hair，　kl：cork 　layer
，
　m ：pith，　mec ：

mesoca 叩 ，　or ： oil　sac ，　P ：parenchyma　cell，　pc ：pericarp，
ped ： pedicel，　 ph ： phloem ，

　 s ： sieve 　tube，　 sc ； scleren −

chyma 　ce11，　se ：seed ，　st ：stone 　cell，　v ： vessel ，　vb ：vascular

bundle，　wf ： wood 　fiber，　xy ： xylem ．
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　　試料 溶液 の 調整 法 ：試料を粉砕し，そ の 0．1g に メ タ ノ

ー
ル

　　 5ml を加 えて 15分 間振 り混ぜ た の ち，ろ過 し試料 溶 液 とす

　 　 る．
　　標 準 溶液 の 調 整 方法 ：ヘ ス ペ 11 ジ ン 1mg をメ タ ノ

ール 1

　　ml に ，ジ オ ス ミン 1ml をジ メ チル ス ル ホ キシ ド10　m1 に 溶

　　か し標準溶液 とす る．
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　　標準溶液 をス ポ ッ トし， クロ ロ ホ ル ム ： メ タ ノール ：水混

　　液 （6 ：4 ； 1＞を展開 溶媒 と して 約 10　cm 展 開す る．風 乾 し

　　た 後 ， 0．2 （w ／v）％ 2．6一ジ プ ロ ム キ ノ ン クロ ル イ ミ ド
・
メ

　 　 タ ノ
ー

ル 溶液 を均 等 に 噴 霧 し，ア ン モ ニ ア蒸 気 に さ らす．ヘ

　　 ス ペ リ ジ ン は Rf値0，4付近 に 青色の ス ポ ッ ト， ジ オ ス ミン

　　 は Rf値0 ，3付近 に 青縁 色 の ス ポ ッ ト と して 確 認 さ れ る．
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